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市
職
労
は
保
護
者
が
声
を
上
げ
る
環
境
づ
く
り

な
ど
側
面
的
支
援
を
行
っ
た
」（
八
尾
）
な
ど

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

堺
学
保
労
や
熊
取
学
童
か
ら
は
学
童
保
育
充

実
に
む
け
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

権
利
侵
害
の
維
新（
型
）政
治
に

権
利
侵
害
の
維
新（
型
）政
治
に

毅
然
と
た
た
か
う

毅
然
と
た
た
か
う

　

大
阪
市
労
組
か
ら
は
「
組
合
事
務
所
裁
判
は

高
裁
で
不
当
判
決
。
最
高
裁
に
上
告
受
理
を
求

め
て
い
る
。
大
阪
市
解
体
を
ね
ら
う
住
民
投
票

の
策
動
を
止
め
る
た
め
全
力
で
が
ん
ば
る
」、

「
組
合
事
務
所
使
用
の
不
当
な
目
的
制
限
、
機

関
紙
活
動
へ
の
干
渉
に
は
臆
せ
ず
活
動
し
、
不

利
益
処
分
に
は
毅
然
と
対
応
す
る
」（
枚
方
）、

「
職
員
採
用
で
厳
し
い
状
況
で
も
、
引
き
続
き

職
場
か
ら
人
員
要
求
し
て
交
渉
を
開
か
せ
る
」

（
守
口
）
と
、
た
た
か
う
決
意
表
明
が
。

　

さ
ら
に
「
住
民
か
ら
『
公
務
員
攻
撃
の
次
は

市
民
生
活
攻
撃
が
、
私
た
ち
が
立
ち
上
が
ら
ね

ば
』
と
の
声
が
」（
吹
田
）
と
、
住
民
と
の
共

同
の
広
が
り
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
富

田
林
か
ら
「
維
新
の
教
育
破
壊
で
も
共
闘
を
広

実
現
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
運
動
の
羅
針

盤
は
、
憲
法
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
強
調

し
ま
し
た
。
新
し
い
仲
間
を
増
や
し
「
学
び

た
た
か
い
、
た
た
か
い
学
ぶ
」
と
と
も
に
、

「
住
民
の
中
へ
、
住
民
と
と
も
に
」
を
し
っ

か
り
心
に
き
ざ
み
、
大
阪
自
治
労
連
の
団
結

を
固
め
て
奮
闘
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

荒
田
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
平
和
憲
法

が
戦
後
最
大
の
危
機
の
下
、
安
倍
政
権
の
戦

争
へ
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
憲
法
改
正
の
動

き
を
、
ま
た
、
こ
の
安
倍
政
権
と
改
憲
を
め

ぐ
っ
て
手
を
組
も
う
と
し
て
い
る
「
日
本
維

新
の
会
」
の
都
構
想
を
許
し
て
は
い
け
な
い

と
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
治
体
の
仕
事

と
は
、
憲
法
に
う
た
わ
れ
た
国
民
の
権
利
を

選
で
住
民
本
位
の
自
治
体
建
設
を
」（
松
原
）

「
３
年
前
維
新
候
補
を
破
り
現
市
政
が
誕
生
。

市
長
選
に
備
え
市
職
労
と
し
て
の
市
政
分
析
を

し
て
『
市
政
白
書
』
作
成
の
準
備
を
し
て
い

る
」（
岸
和
田
）
な
ど
の
決
意
表
明
が
。
今
年

市
長
選
を
た
た
か
っ
た
羽
曳
野
、
茨
木
、
大
東

か
ら
は
支
援
へ
の
感
謝
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
法
廃
止
―
住
民
と
の
共
同
ひ
ろ
げ

戦
争
法
廃
止
―
住
民
と
の
共
同
ひ
ろ
げ

憲
法
を
守
る
た
た
か
い
を

憲
法
を
守
る
た
た
か
い
を

　

「
地
域
団
体
と
吹
田
駅
前
広
場
で
集
会
や
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
２
０
０
０
万
署
名
に
も
と
り

く
ん
だ
」（
吹
田
）、「
秘
密
保
護
法
反
対
で
培

っ
た
共
同
の
力
を
『
戦
争
さ
せ
な
い
！
』
高
槻

・
島
本
実
行
委
員
会
と
し
て
、
署
名
・
街
頭
宣

伝
・
講
演
会
な
ど
に
と
り
く
ん
だ
」（
高
槻
）

と
、
憲
法
を
守
る
共
同
の
広
が
り
が
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。
府
職
労
か
ら
は
「
平
和
と
民
主
主

義
を
壊
す
か
守
る
か
、
住
民
と
と
も
に
歩
む
自

治
体
労
働
者
の
誇
り
を
奪
わ
れ
る
か
守
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。
憲
法
闘
争
を
た
た
か
い
の
中

心
に
す
え
全
力
で
奮
闘
す
る
」
と
、
力
強
い
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

河
内
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
考
え
る
会
』
を
再

開
、
救
急
・
地
域
医
療
の
現
状
を
住
民
に
知
ら

せ
た
い
」（
東
大
阪
）
な
ど
、
住
民
の
生
命
・

健
康
を
守
る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
競
争
入
札
で
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ

る
地
元
業
者
も
。『
公
契
約
』
は
公
務
が
率
先

す
べ
き
」（
吹
田
水
労
）、「
大
阪
市
の
水
道
事

業
民
営
化
計
画
の
危
険
性
を
市
民
に
広
め
る
」

（
公
企
評
）
と
、
公
務
労
働
の
重
要
性
を
訴
え

る
発
言
が
。
さ
ら
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

問
題
点
を
学
習
し
て
、
正
し
い
情
報
を
住
民
に

伝
え
る
」（
吹
田
）
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

問
題
が
山
積
の
「
こ
ど
も
園
」

問
題
が
山
積
の
「
こ
ど
も
園
」

行
政
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
許
さ
な
い

行
政
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
許
さ
な
い

　

大
阪
府
内
で
続
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
「
こ

ど
も
園
」
計
画
に
つ
い
て
は
「
施
設
の
大
規
模

化
、
通
園
範
囲
の
広
域
化
、
施
設
整
備
や
保
育

内
容
な
ど
問
題
は
山
積
だ
。『
認
定
こ
ど
も
園

交
流
会
』
を
立
ち
上
げ
る
」（
東
大
阪
）、「
園

の
規
模
拡
大
や
労
働
強
化
で
臨
時
職
員
不
足
。

募
集
し
て
も
応
募
な
し
」（
泉
大
津
）、「
５
つ

の
こ
ど
も
園
再
編
に
反
対
す
る
市
民
運
動
に
、

非
正
規
職
員
の

非
正
規
職
員
の

雇
い
止
め
撤
回
を
必
ず

雇
い
止
め
撤
回
を
必
ず

　

雇
い
止
め
撤
回
裁
判
を
た
た
か
う
単
組
か
ら

の
、「
地
裁
判
決
は
当
局
主
張
そ
の
ま
ま
の
不

当
判
決
。
地
公
法
改
正
が
さ
れ
る
べ
き
」（
守

口
）、「
10
月
に
地
裁
判
決
を
む
か
え
る
。
全
国

の
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
た
い
の

で
、
ご
支
援
を
」（
吹
田
関
連
）
と
の
発
言
に

続
き
、
関
連
評
か
ら
も
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
拡
大
と
次
世
代
育
成
で

組
織
拡
大
と
次
世
代
育
成
で

大
阪
自
治
労
連
の
未
来
を
ひ
ら
く

大
阪
自
治
労
連
の
未
来
を
ひ
ら
く

　

「
役
員
育
成
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
月
１
回

の
学
習
講
座
を
開
催
、
今
後
も
継
続
し
た
い
」

（
堺
）、「
新
入
職
員
へ
の
説
明
会
に
青
年
役
員

が
参
加
、
組
合
の
意
義
を
訴
え
て
全
員
加
入
」

（
門
真
）、「
仕
事
で
の
相
談
で
つ
な
が
り
を
つ

く
り
、
純
増
に
」（
豊
中
）、「
日
刊
ニ
ュ
ー
ス

が
９
０
０
０
号
に
。
組
合
の
運
動
を
『
見
せ

る
』
機
関
紙
を
軸
に
し
た
組
織
強
化
を
」（
富

田
林
）
な
ど
の
報
告
が
続
々
と
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
組
合
の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ
る
先
輩

が
い
て
組
合
に
加
入
、
採
用
２
年
目
で
青
年
部

長
に
。
憲
法
学
習
や
青
年
の
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
・
賃
金
向
上
に
と
り
く
み
た
い
」（
府

職
労
）
と
の
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

民
主
的
自
治
体
建
設
で

民
主
的
自
治
体
建
設
で

働
き
が
い
あ
る
職
場
づ
く
り
を

働
き
が
い
あ
る
職
場
づ
く
り
を

　

来
年
市
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
る
単
組
か
ら

は
、「
現
市
政
は
保
育
所
・
幼
稚
園
民
営
化
や

大
型
建
設
事
業
な
ど
独
裁
市
政
。
来
年
の
市
長

げ
よ
う
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
住
民
の
た
め
に
い
い
仕
事
」

「
住
民
の
た
め
に
い
い
仕
事
」

だ
か
ら
人
員
要
求
に
全
力

だ
か
ら
人
員
要
求
に
全
力

　

「
学
校
給
食
委
託
化
の
申
し
入
れ
に
『
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
』
と
訴

え
、
自
校
直
営
を
守
っ
た
」（
貝
塚
）、「
専
門

職
採
用
に
否
定
的
な
市
長
だ
が
、
交
渉
で
訴

え
、
10
年
ぶ
り
に
採
用
を
勝
ち
と
る
」（
高

石
）、「
長
時
間
労
働
が
常
態
化
、
交
渉
で
改
善

策
を
追
及
、
定
数
通
り
の
人
員
配
置
・
臨
時
職

員
増
を
勝
ち
と
る
」（
門
真
）、「
労
安
委
員
会

を
活
用
し
て
人
員
増
」（
か
が
や
く
労
組
）
な

ど
の
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

吹
田
か
ら
は
、「
憲
法
に
あ
る
国
民
の
権
利

保
障
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
人
員
増

で
あ
る
こ
と
を
、
住
民
に
も
知
ら
せ
る
こ
と
が

必
要
」、
維
新
（
型
）
市
政
と
た
た
か
い
続
け

る
泉
佐
野
か
ら
は
「
若
い
組
合
員
が
『
自
分
た

ち
が
楽
を
す
る
の
で
な
く
、
い
い
仕
事
を
し
た

い
か
ら
人
員
交
渉
し
て
い
る
』
と
当
局
に
訴
え

て
い
る
。
未
来
の
公
務
労
働
の
た
め
が
ん
ば

る
」
と
の
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
婦
人
部
か
ら
も
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
実
態
無
視
の

生
活
実
態
無
視
の

賃
金
削
減
は
許
さ
な
い

賃
金
削
減
は
許
さ
な
い

　

「
当
局
の
組
合
員
ね
ら
い
う
ち
の
賃
下
げ
提

案
は
全
力
で
撤
回
す
る
」（
寝
屋
川
）、「
条
例

化
に
と
も
な
う
不
利
益
変
更
は
生
計
費
原
則
を

遵
守
さ
せ
当
局
責
任
で
の
解
決
を
求
め
る
」

（
交
野
）
の
発
言
に
続
き
、「
人
事
評
価
制
度

な
ど
競
争
に
よ
る
職
員
の
分
断
は
許
さ
な
い
」

（
和
泉
）
と
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
住
民
の
幸
せ
の
た
め
に
働
く
」

「
住
民
の
幸
せ
の
た
め
に
働
く
」

そ
れ
が
自
治
体
労
働
者

そ
れ
が
自
治
体
労
働
者

　

２
日
間
で
48
人
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
冒

頭
の
「
中
核
市
移
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
単
組

と
保
健
所
問
題
で
学
習
会
を
開
催
。
今
後
は
住

民
と
懇
談
会
を
開
催
し
た
い
」（
府
職
労
）
と

の
発
言
に
続
き
、「
３
次
救
急
（
救
命
救
急
）

は
府
の
責
任
を
求
め
て
い
く
」（
貝
塚
）、「『
中

私
た
ち
の
運
動
の
羅
針
盤
は
、
憲
法
そ
の
も
の

私
た
ち
の
運
動
の
羅
針
盤
は
、
憲
法
そ
の
も
の

◆
婦
人
部
選
出
執
行
委
員　

海
老
原
友
子

（
貝
塚
市
職
労
）　

◆
地
協
選
出
執
行
委
員

・
北
河
内　

岩
城
明
（
交
野
市
職
労
）

大
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員

日本自治体労働組合総連合書記長　中川悟さん／
全大阪労働組合総連合議長　川辺和宏さん／大阪
自治労連弁護団・団長　豊川義明さん／大阪自治
体問題研究所副理事長　藤永のぶよさん／日本共
産党参議院議員　辰己コータローさん／近畿労働
金庫常務理事大阪地区統括本部長　石村龍治さん
／近畿労働金庫梅田支店支店長　岸本毅さん／道
修商事株式会社代表取締役　松浦章さん／道修商
事株式会社　赤﨑辰也さん／大阪うたごえ協議会
議長　岡邑洋介さん／（株）関西共同印刷所　鈴
木久さん／日本自治体労働組合総連合執行委員長
　猿橋均さん／大阪自治体労働組合総連合顧問　
一法真證さん、徳畑勇さん、大原真さん

出席いただいた来賓の皆様（順不同）


